
資料１ 

鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化の推進にあたって 

の意見（たたき台） 

 

鎌倉市・逗子市・葉山町は、ごみ処理の広域化について、平成 28年７月 29日

に２市１町で交わした覚書に基づきごみ処理広域化実施計画策定に向け協議を

進め、令和元年 11月 28日に、「鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化実施計

画素案（以下「実施計画素案」という）」を公表しました。 

その内容について、鎌倉市から当審議会へ意見が求められ、令和２年１月 23

日から３回の審議を行い、市民等からのパブリックコメント等の意見も踏まえ

取りまとめました。 

平成 31 年３月 29 日付で環境省から通知のあった「持続可能な適正処理の確

保に向けたごみ処理の広域化及びごみ処理施設の集約について」に示されてい

るとおり、市町村の厳しい財政状況、老朽化した廃棄物処理施設の増加、ごみ処

理に係る担い手の不足などに対応するため、ごみ処理広域化は特に中小規模の

自治体にとって必要性が高い施策であり、今後、重要性を増していくものと思慮

いたします。 

今後、ごみ処理広域化の推進にあたっては、次の事項に十分に留意されますよ

う希望します。 

 

１．市民の十分な理解と協力の確保について 

・実施計画素案作成までの経緯を丁寧に説明し、鎌倉市と同様にゼロ・ウェ

イストを目指す広域化について理解と協力を得て進める必要があります。 

・ごみ処理行政の推進にあたっては、市民の理解と協力が不可欠であり、特

に市民からの意見が多かった生ごみの資源化について、その内容と必要性

及び資源化システムの段階的拡大を図ることとした理由を丁寧に説明し、

理解と協力を得て進める必要があります。 

 

２．生ごみ資源化施設について 

  ・施設整備にあたっては、今後の人口減少等を踏まえオーバースペックとな

らない規模で計画する必要があります。 

  ・今泉クリーンセンターを候補地とした理由を丁寧に説明する必要があり

ます。 

・臭気対策については、不安を払拭するため具体的な脱臭システムの実例を 

含めて周辺住民に説明し、理解を得て進める必要があります。 

・生ごみ資源化施設が良好に稼働するためには、脱臭システムなどのメンテ 

ナンス等運用面を適切に維持管理することが重要です。 

  ・施設整備にあたっては、臭気対策、車両運行台数、道路状況等の周辺への

影響に十分配慮するとともに、周辺住民に施設内容を十分に説明し、理解

を得て進める必要があります。 

 

 

 



３．安定的なごみ処理について 

  ・燃やすごみの自区外処理については、リスク管理も含め、複数事業者と委

託契約をし、安定的な処理の仕組みを構築することが重要です。 

・今後の広域連携については、国の通知を踏まえ神奈川県が策定を進めてい

る広域化・集約化計画の協議の中で、県内他市とのさらなる連携の考え方

について、県に積極的に働きかけていく必要があります。 

  ・鎌倉市内に整備する予定の中継施設について、その必要性と名越クリーン

センターを候補地とした理由を丁寧に説明する必要があります。 

 

４．ごみ処理経費について 

  ・将来のごみ処理経費は、多面的に調査し具体的な縮減について検討した上

で、進める必要があります。 

  ・ごみ処理は、費用面だけでなく環境面も踏まえて慎重に進めていく必要が

あります。 

 

５．災害時の対応 

  ・大規模災害時における廃棄物は、発生する量とともに平常時に較べごみ質 

も変わることから、災害時に処理できない廃棄物について、神奈川県の広

域処理や国の災害廃棄物処理で行うことを説明し、理解を得る必要があり

ます。 


